
「カマキリがトンボ、食べよるよ。」「すごい
勢いで食べよるけぇお腹がすいとったんじゃな
い？」

「カマキリの方がかっこいいけぇ、ぼくらぁは
カマキリの味方なんよ。」「じゃけぇカマキリ
はトンボを食べてもいいんよ。」

「だってしょうがないんよ。食べんと死ぬん
じゃけぇ。トンボだってアリを食べて生きとる
ろー。」
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本日のねらい・内容

子どもたちに人気のカマキリ。先にカマキリを捕まえていて、虫網で捕まえたトンボをカゴに入れてい
たところに出くわしました。「カマキリはどんな気持ちなのかな？トンボはどんな気持ちなのかな？」
と聞いてみました。カマキリの味方と言いながら、トンボのことを気にしているような気持ちを感じま
した。夕方、虫かごからカマキリを草の上に逃してあげていた子どもたち。カマキリもトンボも大好き
な子どもたちにとって、どう感じたのかがとても気になる出来事でした。

成長の視点

今後の展開
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